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離
｡島

振

興

と

屋

久

島

(前

編
)

田

中

は

し

が

き
＼

一
九
五
三
年
六
月
'
筆
者
は
鹿
児
島
県
庁
の
招
き
を
受
け
'
多
年
関
心
を
抱
い
て
い
た
同
県
の
離
島
'
屋
久
島
を
二
十
日
間
ほ
ど
踏
査
し
た
｡

1
つ
の
目
的
は
同
島
の
天
界
色
映
画
を
撮
影
し
'
そ
の
屋
久
島
の
学
術
上
の
興
味
を
紹
介
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
か
ら
'
同
島
の
景
観
に

1
通
り

揺
す
る
こ
と
を
努
め
た
｡
た
ま
た
ま
'
こ
の
行
の
直
後
に
'
離
島
振
興
法
が
制
定
さ
れ
た
の
で
'
屋
久
島
の
振
興
に
つ
き
'
予
想
さ
れ
る
計
画

を
景
観
と
の
関
連
に
お
い
て
考
察
し
た
い
と
息
-
｡

鹿
児
島
県
知
事
重
成
格
氏
以
下
'
県
当
局
の
方
々
を
始
め
'
島
に
お
け
る
下
屋
久
営
林
署
工
藤
署
長
'
下
屋
久
村
旦
向
村
長
'
上
屋
久
村
永

野
助
役
'
農
林
省
屋
久
開
拓
建
設
事
務
所
阿
久
根
所
長
等
'
並
に
全
行
程
の
案
内
役
'
県
広
報
渉
外
課
赤
星
昌
氏
の
特
机
の
御
配
慮
に
対
し
感

謝
す
る
と
と
も
に
'
同
行
の
助
手
'
本
学
大
学
院

(
国
際
経
済
)
学
生
中
井
淳
司
'
轟
済
学
部
鱒
二
課
程
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
部
員
西
岡
栄

一
両
君
の

名
を
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
｡

部
長

と
屋
久
島

(前篇)

(･J )



第

八

十

九

巻

第

二

号

[
'
屋

久

島

の

概

観

日
本
列
島
に
連
る
琉
球
列
島
は
'
琉
球
孤
を
措
い
て
'
ア
ジ
ア
大
陸
東
縁
に
発
達
す
る
大
陸
柵
の
東
南
の
辺
縁
に
t
.帝
曲
山
脈
を
起
し
'
九

州
と
台
湾
と
の
間
の
海
面
上
に
そ
の
山
頂
部
を
露
呈
し
て
い
る
.
そ
の
中
'
九
州
に
近
接
す
る

一
群
を
薩
甫
群
島
と
呼
ぶ
が
'
そ
れ
は
屋
久
島
'

直
子
島
'
口
之
永
艮
部
島
'
硫
黄
島
'
新
島
'
竹
島
'
馬
毛
島
'
黒
鳥
か
ら
成
っ
て
い
る
｡

琉
球
孤
は
地
質
構
造
上
'
三
重
の
孤
か
ら
成
り
'
孤
型
の
内
側
か
ら
外
側
に
向
つ
て
内
帯

(
火
山
岩
)
申
帯

(中
期
及
び
首
期
岩
)
外
帯

(罪

lニ
紀
層
)
の
順
で
配
列
し
て
い
る
｡

北
緯
三
〇
二

四
-
三
〇
･
二
八
㌧
東
経

一
三
〇
･
三

一
に
位
す
る
屋
久
島
は
申
帯
に
属
す
る
巨
島
で
'
花
尚
岩
と
中
期
水
成
岩
か
ら
成
り
'

外
帯
に
属
す
る
桂
子
島
'
馬
毛
島
は
主
と
し
て
第
三
紀
層
で
で
き
て
い
る
｡
九
州
に
発
す
る
霧
島
火
山
帯
は
内
帯
に
火
山
岩
を
噴
出
さ
せ
'
竹

島
'
硫
黄
島

(
汚
火
山
)
黒
島
､
口
之
永
艮
部
島
'

(
汚
火
山
)
等
の
火
山
島
を
形
成
し
て
い
る
｡

2

2

2

日
本
の
巨
島
は
,
奄
芙
大
島

(
三

八
k
m
)
淡
路
島

(
五
九
〇
k
NB
)
天
草
下
島

(
五
七
〇
k
m
)
屋
久
島

(
五
三
九
k
m
)
種
子
島
(
四

四
七
k
NB
)
対
馬
下
島

(
四
三
五
k
Nm
)
等
で
あ
る
｡

屋
久
島
は
九
州
の
南
端
'
佐
多
岬
か
ら
八
〇
k
m
'
鹿
児
島
市
か
ら
二
〇
〇
k
m
余
り
離
れ
た
海
上
の
孤
島
で
あ
る
か
ら
'

一
九
五
三
年
十

二
月
二
十
五
日
へ
国
土
に
復
帰
し
た
奄
莫
大
島
に
次
い
で
'
我
が
国
最
大
の
離
島
で
あ
る
｡
こ
の
こ
と
は
屋
久
島
が
離
島
振
興
法
の
対
象
と
し

て
'
ど
の
よ
-
な
地
位
を
占
め
る
か
の
基
礎
条
件
と
な
る
｡

屋
久
島
は
面
稜
五
三
九

･
六
九
k
Nd
(
県
統
計
に
よ
る
)
で
,
行
政
上
は
挺
子
島
等
と
と
も
に
,
熊
毛
部
に
属
し
,
上
屋
久
,
下
屋
久
の
二

村
に
分
た
れ
る
｡

(2)



二
､
粗

砂

称

を

取

落
上
か
ら
鼠
久
島
を
眺
め
る
と
､
島
全
体
が

一
つ
の
山
塊
で
あ
っ
て
､
海
底
か
ら
撃

怠

り
青
山
の
血
政
部
が
敵
軒
上
に
乱
れ
て
い
K.aよ
か

に
見
え
る
｡
但
し
'
雨
雲
が
絶
え
ず
島
の
上
部
を
蔽
っ
て
い
る
の
で
'
そ
の
垂
直
的
輪
廓
を
見
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
｡
そ
の
稀
な
好
機
を
掴
め

ば
'

一
孤
島
で
あ
り
な
が
ら
'
ほ
ぼ
高
さ
の
等
し
い
山
峯
が
幾
重
に
も
重
な
り
あ
い
'
特
色
あ
る
奥
深
い
山
の
風
貌
を
星
す
る
の
で
'
土
塊
で

は
'
こ
の
島
全
体
を
八
重
島
と
掩
称
し
た
り
'
島
の
核
心
部
を
奥
山
と
呼
ん
だ
り
し
て
い
る
｡

こ
の
よ
う
に
島
全
体
が
山
体
で
あ
る
上
に
'
官
之
浦
岳

(
1
九
三
五

･
三
m
)
永
田
岳

(
1
八
九

〇
m
)
黒
味
岳

(
岳

1
八
三
六

m
)
等
九

州
に
お
け
る
第
三
位
ま
で
の
高
峯
を
独
占
し
て
い
る
の
で
'
高
山
島
で
あ
る
こ
と
が
'
そ
の
地
形
景
観
の
第

一
の
特
色
で
あ
る
と
い
え
よ
-
｡

我
が
国
近
隣
の
高
山
島
は
お
も
に
新
し
い
火
山
島
で
､
大
部
分
､
千
島
に
あ
る
が
'
現
巷
の
国
士
内
で
は
'
屋
久
島
は
'
北
海
道
の
利
尻
島

(
火
山
)
(面
積

〓
ハ
四

･
二
〇
k
m

高
度

1
七

1
八

･
七
NB
)
よ
り
も
高
く
,
我
国
第

一
の
高
山
島
で
あ
る
｡
火
山
性
で
な
い
島
で
'
こ
の

よ
う
に
高
い
も
の
は
稀
有
の
例
で
あ
る
｡

花
尚
岩
か
ら
成
る
屋
久
島
が
こ
の
よ
-
に
高
い
の
は
'
全
島
的
な
著
し
い
隆
起
を
た
び
重
ね
た
結
果
で
あ
っ
て
'
現
在
で
も
継
続
し
て
い
る

最
も
新
し
い
隆
起
の
量
は

一
〇
〇
m
内
外
と
見
ら
れ
て
い
る
｡
八
重
岳
の
名
を
得
た
ほ
ど
'
島
内
諸
峯
の
高
さ
が
そ
ろ
っ
て
い
る
の
は
'
巨
大

な
花
尚
岩
塊
が
そ
の
ま
ま
隆
起
し
て
後
'
あ
ま
り
年
代
を
経
て
い
な
い
た
め
で
あ
る
｡
島
が
面
積
に
比
し
て
高
い
の
で
'
気
候
が
必
然
的
に
多

雨
型
と
な
り
'
侵
蝕
作
用
が
急
速
に
進
み
'
芳
壮
年
期
の
地
形
に
特
有
な
奇
峯
の
乱
立
を
見
る
が
'
島
の
形
成
が
新
し
い
た
め
'
地
表
面

空
荷

低
の
差
が
ま
だ
あ
計
り
生
じ
て
い
な
い
の
で
あ
る
｡

そ
の
上
'
亜
熱
帯
多
雨
型
の
気
候
に
困
り
'
植
生
の
被
覆
が
豊
か
な
の
で
､
外
貌
も
内
観
も
と
も
に
'
孤
島
と
は
思
え
ぬ
深
山
の
趣
が
あ
る

こ
と
は
'
こ
の
島
の
観
光
地
た
る
資
格
の
基
礎
を
な
す
も
の
で
あ
る
｡

離
島
振
興
と
屋
久
島

(前鴬
)

(3)



茅

九

十

九

巻

第

二

号

島
に
近
ず
く
に
つ
れ
､
海
岸
に
沿
っ
て
見
事
な
海
蝕
段
丘
の
発
達
が
目
立
つ
｡
こ
の
段
丘
は
高
さ
お
よ
そ

1
0
0
m
内
外
で
'
島
民
に
肥
沃

な
耕
地
と
､
将
来
の
可
耕
地
と
を
与
え
て
い
る
｡

こ
の
段
丘
d
上
限
は
海
抜
二
〇
〇
m
に
達
し
'
海
に
向
つ
て
緩
か
に
傾
き
'
海
岸
か
ら
の
幅

が

1
五

〇
〇
-
二
〇
〇
〇
m
ほ
ど
あ
る
｡
段
丘
の
中
を
流
れ
る
河
は
若
い
谷
を
作
り
'
段
丘
の
上
限
ま
で
滴
る
と
'

一〇
〇
-
二
〇
〇
m
の
高

さ
の
旧
海
岸
の
崖

(海
蝕
崖
)
に
突
き
当
り
'
そ
こ
か
ら
上
は
急
流
と
な
り
'
し
ば
し
ば
湊
布
を
懸
け
て
い
る
｡

こ
の
よ
う
な
景
観
の
観
察
か
ら
'
段
丘
の
隆
起
は
新
し
く
'
そ
の
隆
起
の
量
が

一
〇
〇
m
内
外
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
｡
し
か
し
'
詳
細
に

見
れ
ば
'
こ
の
段
丘
も
三
段
ほ
ど
に
区
分
さ
れ
る
か
ら
'
沈
降
を
伴
い
つ
ゝ
何
回
か
の
小
隆
起
を
重
ね
て
育
っ
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
｡

更
に
海
上
か
ら
観
察
す
る
と
'
高
さ
五
〇
〇
m
内
外
と

一
〇
〇
〇
m
内
外
の
山
頂
に
'
断
続
的
で
は
あ
る
が
平
坦
面
が
見
え
る
0
こ
れ
ら
は

こ
の
高
山
島
の
古
い
隆
起
の
過
程
を
示
す
も
の
で
あ
る
｡

河
流
は
ほ
と
ん
ど
み
な
其
直
で
'
最
初
か
ら
傾
斜
の
方
向
に
固
定
さ
れ
て
い
る
素
直
谷
で
あ
っ
て
'
隆
起
が
急
速
に
行
わ
れ
た
時
期
に
出
来

た
断
崖
に
飛
湊
を
懸
け
る
景
観
が
､
島
の
周
辺
到
る
と
こ
ろ
に
見
ら
れ
る
｡
急
雨
の
来
る
慶
に
'
ふ
だ
ん
森
林
に
か
く
さ
れ
て
い
る
こ
れ
ら
の

涛
布
が
'
意
外
な
と
こ
ろ
に
白
く
仰
が
れ
る
の
が
奇
観
で
あ
る
｡

短
い
け
れ
ど
も
落
差
の
大
き
い
河
流
'
三
〇
以
上
に
達
す
る
河
川
の
数
､
多
雨
地
帯
の
河
川
で
あ
る
た
め
常
時
保
た
れ
る
高
水
位
等
の
諸
条

件
が
'
こ
の
萩
島
か
ら
三

一
万
k
w

と
い
-
巨
大
な
潜
在
水
力
電
力
を
出
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
｡

(1
)

三
'
気

候

と

植

生

景

観

1
'
降

水

量

第

一
の
特
色
は
年
間
を
通
じ
て
降
水
量
が
平
均
し
て
多
い
こ
と
で
あ
る
O
こ
れ
は
籍

1
及
び
第
二
表
で
見
る
よ
-
に
'
低
地
で
も
高
地
で
も

同
様
で
あ
る
｡
第
二
に
高
潮
で
は
降
水
の
並
体
竜
が
儀
め
て
大
き
い
こ
と
で
あ
る
｡
低
地
で
は
年
間
三

〇
〇
〇
-
五
〇
〇
〇
m
m
で
あ
る
が
'

(4)



高
地
で
は
平
称
凡
e
)○
D

m
m
玖
上
も
み
る
8

弟
三
に
高
地
で
は
年
間
を
通
じ
て
平
均
に
多
雨
で
あ
る
が
'
季
節
町
に
も
､
月
に
よ
っ
て
も
､
雪

見
に
大
き
な
差
が
あ
る
｡

第
四
に
特
に
高
地
で
は
所
に
よ
っ
て
雨
量
に
大
き
な
差
が
あ
る
｡
小
杉
谷
で
は
､

一
九
三
九
年
に
年
間

一
万

m
m
を
記
録
し
た
.
安
房
に
近

い
第
十
林
班
は
そ
れ
ほ
ど
高
い
と
こ
ろ
で
は
な
い
が
'
年
間
を
通
じ
て
平
均
し
て
甚
だ
雨
の
多
い
と
こ
ろ
で
あ
る
｡
こ
こ
で
は
ま
だ
公
認
さ
れ

(2
)

て
い
な
い
が
､

一
九
五
三
年
五
月
六
日
に
日
間

一
千

m
m
以
上
を
記
録
し
た
｡

こ
れ
ら
の
乏
し
い
賓
料
か
ら
推
し
て
も
'･
島
内
の
多
雨
地
帯
は
南
東
部
に
偏
し
て
お
り
'
そ
の
他
に
も
更
に
多
雨
の
小
地
域
が
発
見
さ
れ
る

可
能
性
が
多
く
'
高
所
で
は
年
間

一
万

皿
m
を
超
え
る
個
所
が
多
く
あ
る
も
の
と
想
像
さ
れ
る
｡

(3
)

こ
の
よ
う
な
甚
だ
し
い
多
雨
と
雨
量
の
偏
在
と
は
'
今
村
学
郡
､
福
井
英

一
郎
両
博
士
に
よ
れ
ば
'
｢
高
さ
'
傾
斜
'
風
の
方
向
と
最
大
儀
斜

面
の
方
向
等
の
影
響
と
考
え
ら
れ
L
t
そ
の
原
因
は
主
と
し
て
地
形
に
帰
せ
ら
れ
て
い
る
よ
-
で
あ
る
｡

(4
)

ま
た
辻
本
克
巳
氏
そ
の
他
に
よ
れ
ば
'
こ
れ
ら
の
原
因
は

(
一
)
屋
久
島
は
黒
潮
暖
流
に
洗
わ
れ
て
い
る
た
め
'
附
近
の
海
上
や
海
岸
の
空

気
を
高
温
湿
潤
に
し
､
上
昇
気
流
を
生
ぜ
し
め
る
.

(
二
)
海
中
の
親
鳥
で
あ
る
か
ら
季
節
風
を
全
面
的
に
-
け
る
｡

(
≡
)
夏
か
ら
秋
に
か

け
て
定
期
的
に
熱
帯
性
低
気
圧

(台
風
)
の
通
路
に
あ
た
っ
て
い
る
｡

(四
)
そ
し
て
､
多
雨
の
直
接
原
因
は
前
述
の
諸
気
流
を
-
け
て
'
こ

潰

-

淋

南

爵

樋

零

認

藩

窪

,q
豊

寄

算
抑

(｢細
>
恥
8
回
軸
羊
｣
行

脚
>
要

軸
丁

脚
≫
賓

軸
)953K
J
か
)

-

至 芸 琶 聖 上

琵.3 g.喜一 くb tA ー ■.■ー■■

野 芦 襲 撃 .≡
- CJ tS 一一

夢 撃 宗 野oO V1 ト一 t=〉 ′■■<

聖 賢 要 望 I <

買 鍔 ぎ夢 ≦
tS CAD CP tS

雪空堅塁再

C.5 A CJ A.湯 島 Ej-～O,00 く=I Jゝ tD ト■p-舛

望 -T空 き 慧再

転 琵 琶 欝⊂カ くさ く.D A 粥

璽 -.ヨ 璽 慧 下

~≡豆 再

芸 .き き 享 …
くわ A OO くわ

> > > #
畔 坪 呼 童

寮 事 案 頚

軸 地 軸

ト■ ー ト■

憲 害 霞 二
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昧 r!t十i:瀞 昧 日中

第 二 表 高 地 型 降 雨 概 況 月平均降水量 (同前)

月地名 I tⅠ ･tt "V Ⅴ vllvtlⅠ一Ⅹ 上Ⅹ Ⅹ TXt m 年 間 観 測 海抜高度

小 杉 谷 4155.5493.0858.4509.9733.6763.0:;:59:;!l::≡:;1-227車 2.61069.6802.4856.7430.1385.6 8666.7 小杉谷小学校 1934-1943 640m

花の 江河 109.7 92.01188.2570.1 1009.21104.1582.8260.0313.5 8112.3 下屋久営林署花の江 河津大林内 1936,1938,1941 1620m

第 三 表 月平均気温と最高最低気温

月地名 Ⅰ ⅠⅠ tⅠー tV ･ ーⅤⅠ VTt ⅠⅠⅩ ⅠⅩ Ⅹ Ⅹt 叫 仝 年 備 考

- 荏 平均 10.5 10.9 14.0 16.8 20.4 23.9 27.2 27.1 25.3 21.7 17.4 13.2 19.0 ･193 8-1945
最高 19.8 22.4 24.0 25.6 27.8 3.1.6 32.7 32.0 31.6 29.3 25.0 21.8 26.9 1938-1946

最低 3.6 3.8 6.1 8.3 12.3 18.1 21.7 21.5 17.9 13.7 8.3 5.6 11.7 1938-1946
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男

八

,十

九

億

第

二
号

2
'
天

気

島
の
人
口
は
海
岸
に
集
っ
て
い
る
か
ら
'
島
民
が
生
活
上
最
も
関
心
の
深
い
の
は
海
岸
地
帯
の
雨
天
､
即
ち
降
水
日
数
で
あ
る
｡
海
岸
地
帯

ソ
サ

の
平
均

一
ケ
月
の
降
水
日
数
は
'

二
二
｣
1
五
日
で
'
北
海
岸
の
一湊

で
は

一
七
日
で
あ
る
｡
冬
期
の
北
西
季
節
風
の
吹
く
間
が
最
も
多
く
'

梅
雨
期
が
こ
れ
に
つ
ぐ
.
台
風
期
は
雨
量
9
多
い
割
に
雨
天
の
日
は
少
い
O
北
海
岸
に
あ
る

一
湊
は
'
冬
の
季
節
風
に
よ
る
雨
天
に
見
舞
わ
れ

る
よ
い
例
で
あ
る
｡

と
ま
れ
'
降
雨
日
数
が
年
間
平
均
六
割
に
連
す
る
の
は
驚
異
で
あ
る
｡
島
民
は
俗
に

｢
一
カ
月
三
十
五
日
雨
が
降
る
｣
と
い
う
が
'

一
年
の

半
以
上
雨
天
で
あ
れ
ば
､
こ
の
よ
-
な
表
現
に
も
実
感
が
こ
も
る
｡

山
地
で
は
八
月
に
雨
天
の
日
が
最
も
多
く
'
小
杉
谷
で
は
二
二
日
の
多
き
に
及
ぶ
が
'
こ
れ
は
台
風
に
よ
る
も
の
で
梅
雨
季
が
こ
れ
に
次
ぐ
｡

快
晴
日
数
は

1
九
三
八
-
一
九
四
五
の
仝
年
平
均
で
'
屋
久
島

(
一
湊
)
三

〇
･
九
'
鹿
児
島
五
三

･
八
'
宮
崎
七
二

･
四
㌧
阿
蘇
山

(測
僚

所

二

四

一
･
八
m
)
三
〇
･
九
.
曇
天
日
数
は
屋
久
島

(
1
湊
)

1
九
三

二
ハ
(
平
均
雲
量
七

･
二
)
鹿
児
島

一
四

〇
･
八
(
雲
量
六

二

)

宮
崎

1
三
八

･
八

(
雲
量
五

･
八
)
阿
蘇
山

一
九
六

･
〇
(雲
量
七

･
二
)
｡

暴
風
日
数
は
仝
年
平
均
､
屋
久
島

1
〇
七

･
〇
'
旋
児
島

二

･
六
'
宮
崎

一
〇
･
〇
､
阿
蘇
山
八
二

･
五
｡
こ
れ
を
見
れ
ば
'
屋
久
島
の
海
岸
地
帯
は
高
度

一
千

m
余
の
阿
蘇
山
上
と
ほ
ぼ
同
様
の
天
気
で

あ
る
と
い
え
る
｡

こ
.の
ほ
か
'
注
意
す
べ
き
は
雨
の
降
り
方
で
あ
る
｡
筆
者
は
六
月
の
梅
雨
季
二
十
日
間
の
経
験
に
す
ぎ
な
い
-
え
'
こ
の
間
'
島
内
を
あ
ち

こ
ち
移
動
し
た
か
ら
適
確
に
は
い
え
な
い
が
'
降
雨
を
見
な
い
日
が
二
日
間
に
す
ぎ
な
い
に
も
拘
ら
ず
'
快
晴
は
延
べ
二
十
時
間
以
上
も
あ
っ

た
｡
こ
れ
は
雨
天
の
日
も
'

1
日
降
り
つ
ず
く
こ
と
は
稀
で
'
快
晴
の
時
間
が
し
ば
し
ば
さ
し
は
さ
ま
れ
る
か
ら
で
あ
る
.

梅
雨
季
で
も
雨
の
降
り
方
は
'
本
土
の
よ
-
な
い
わ
ゆ
る
第
両
型
で
は
な
く
､
顔
両
性
が
あ
り
､
三
十
分
な
い
し

1
時
間
の
豪
雨
町
後
､
雨

は
小
止
み
と
な
り
t
等
が
き
れ
て
数
時
間
の
晴
れ
間
を
見
せ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
｡

(8)



～
ナ

エ

′

官
た

1
六
〇
〇
m
の
花

の
江

河

で
の
経
験
で
は
､
台
風
性
の
豪
雨
は
､
ほ
ん
と
の
密
度
の
高
い
雨
が
三
分
な
い
し
五
分
間
し
か
続
か
ず
'
次

の
雨
ま
で
の
間
に
'
五
分
な
い
し
十
分
間
の
中
休
み
が
あ
る
場
合
が
多
か
つ
た
｡
前
述
し
た

1
九
五
三
年
五
月
六
日
の
'

1
日

1
千

m
m
以
上

の
記
録
を
樹
立
し
た
日
の
雨
の
降
り
方
は
､
安
房
町
民
の
語
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
､
終
日
'
密
度
の
高
い
雨
が
降
り
つ
づ
き
'
中
休
み
が
全
く

な
か
っ
た
よ
し
で
､
こ
の
よ
-
な
こ
と
は
古
老
の
記
憶
に
も
前
例
が
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
｡

3
'
蒸

発

量

屋
久
島
の
蒸
発
量
は
九
州
に
お
い
て
最
高
の
も
の
で
あ
る
｡
北
海
岸
の

一
湊
に
お
け
る
金
年
平
均
倍
は

(
1
九
三
八

-
1
九
四
五
)
四

･
五

m
m
で
､
季
節
的
に
は
四
月

(
五

二

)
五
月

(
五

･
三
)
六
月

(
五

･
四
)
七
月

(
六

･
八
)
八
月

(
六

･
五
)
九
月

(
五

･
二
)
が
平
均

以
上
の
蒸
発
量
で
あ
る
｡

蒸
発
量
は

表

と
小
杉
谷
以
外
で
は
観
測
が
行
わ
れ
て
い
な
い
の
で
判
ら
な
い
が
､
筆
者
の
観
察
で
は
,
南
岸
の
軒

が

紺

野

近
は
更
に
大
き

い
よ
う
で
あ
る
.･
豪
雨
の
後
'

1.時
間
以
内
に
普
通
の
士
の
路
面
が
乾
い
て
白
く
な
る
の
を
見
た
｡

一
般
に
こ
の
島
で
蒸
発
量
の
大
き
い
の
は
､

年
間
を
通
じ
て
風
速
が
大
き
い
た
め
と
い
わ
れ
て
い
る
が
'
高
温
と
日
照
時
間
の
多
い
こ
と
は
重
要
な
要
素
で
'
南
岸
は
こ
の
た
め
に
驚
異
的

な
素
麺
畳
を
示
す
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
｡

蒸
発
量
が
異
常
に
大
き
い
こ
と
は
'
島
民
の
生
活
に
大
き
な
福
祉
を
も
た
ら
し
て
い
る
｡
雨
天
の
日
の
短
い
降
雨
の
合
間
に
も
農
耕
は
可
能

で
あ
る
か
ら
だ
｡
安
房
か
ら
粟
生
に
至
る
問
の
南
岸
の
島
村
で
は
'
雨
が
止
む
の
と
ほ
と
ん
ど
何
時
に
､
畑
に
耕
人
の
婆
を
見
る
ほ
ど
､
農
民

は
ま
め
に
雨
の
中
休
み
を
利
用
し
て
い
る
｡

ま
た
'
雨
天
の
日
が
多
く
湿
度
も
商
い
の
に
'
筆
者
は
宿
舎
の
堂
内
に
干
し
た
洗
濯
物
の
乾
き
の
速
い
こ
と
'
風
呂
場
や
'
便
所
が
不
潔
で

iQ
る
に
も
拘
ら
ず
カ
ビ
等
が
学

芸

い
こ
と
､
肌
が
べ
と
つ
か
ず
爽
快
な
こ
と
等
に

1
鷲
し
た
.
こ
れ
ら
の
事
実
は
島
民
に
と
っ
て
衛
生
上
,

大
き
な
.プ
ラ
ス
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
｡

昏
島
振
舞
と
屋
久
島

(前篇)

(タ)



第

八

十

九

巻

第

二

号

な
お
'
こ
の
島
の
居
住
地
域
が
乾
煉
し
易
い
の
は
'
蒸
発
量
が
大
き
い
た
め
ば
か
り
で
は
な
く
'
海
蝕
段
丘
上
が
適
度
の
勾
配
を
も
ち
'
水

は
け
の
よ
い
こ
と
'
表
層
の
地
質
が
'
軽
石
を
交
え
た
花
尚
岩
'
中
期
水
成
岩
等
の
砂
裸
層

(海
蝕
段
丘
の
推
積
物
)
な
ど
か
ら
成
り
へ
士
魂
も
'

ラ
テ
ラ
イ
ト
化
の
や
や
進
ん
だ
紅
色
士
で
'
水
の
侵
透
性
が
大
き
い
こ
と
等
'
乾
き
易
い
好
条
件
が
そ
な
わ
つ
て
い
る
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
｡

4
'
気

･
温

屋
久
島
は
温
暖
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
が
'
山
が
高
い
の
で
'
海
岸
と
高
地
と
で
は
気
温
に
大
き
な
差
異
が
あ
る
.
海
岸
地
帯
は
年
中
暖
く
'

年
平
均
気
温

一
九

-
二

1
C｡
で
'
鹿
児
島
市

(
〓
ハ
･
五
C｡

)

や
宮
崎
市

(
1
七

二

C｡
)
に
比
べ
て
漬
か
に
高
温
で
あ
る
｡

し
か
し
'
島
内
で
は
南
岸
と
北
岸
と
で
気
温
の
季
節
的
配
置
が
非
常
に
異
り
'
概
ね
滑
遮
的
で
あ
る
｡
年
平
均
気
温
に
つ
い
て
見
る
と
'
北

岸
で
は
南
岸
に
比
べ
て

1
-
二
b
低
く
'
中
で
も

一
湊
は
四

-
五
C｡
低
い
｡
然
る
に
最
高
気
温
に
つ
い
て
見
る
と
'
却
っ
て
北
岸
で
は
南
岸
に

比
べ
て
三

-
三
C｡
高
く
な
っ
て
い
る
｡
ま
た
'
平
均
気
温
の
年
較
差
を
見
る
と
'
北
岸
の
官
之
涌

(島
内
最
高
)
で
は
1
1
1
･
八
C｡
で
あ
る
の

に
'
南
岸
で
黄
も
気
候
が
よ
い
と
い
わ
れ
る
尾
之
間
で
は

一
四

二

C｡
に
す
ぎ
な
い
｡
即
ち
'
南
岸
は
年
間
を
通
じ
て
高
温
で
'
気
候
は
瞳
め

て
温
和
で
あ
る
が
'
北
岸
は
夏
暑
く
冬
発
く
'
快
適
と
ま
で
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
｡

南
岸
型
気
候
を
代
表
す
る
尾
之
間
と
'
北
岸
型
気
候
を
代
表
す
る

一
湊
と
を
'
年
平
均
最
高
気
温
で
比
べ
る
と
'
後
者
の
方
が
C｡

三
も
高
い

(5
)

の
で
あ
る
｡
こ
の
原
因
に
つ
い
て
'
辻
本
克
己
氏

は南
高
北
低
の
気
圧
配
置
の
時
に
起
る
｢
フ
ェ
ー
ン
｣
現
象
で
鋭
朋
し
得
る
の
で
は
な
い
か
と

述
べ
て
い
る
｡
こ
れ
は
南
方
の
高
温
な
気
団
が
八
重
岳
を
越
え
て
北
岸
に
吹
き
お
ろ
す
'
い
わ
ゆ
る
フ
ェ
ー
ン
現
象
を
想
定
し
た
も
の
で
あ
る
｡

こ
の
島
の
地
形
の
特
異
性
か
ら
見
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
'
更
に
各
地
点
の
数
値
と
､
背
後
地
形
の
研
究
を
必
要
と
す
る
問
題
で
あ
ろ

ラ
.
と
ま
れ
'
南
岸
の
温
暖
な
気
候
は
､
甘
贋
､
ポ
ン
カ
ン
'
香
料
植
物
な
ど
の
熱
帯
性
作
物
の
栽
培
を
可
能
に
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
｡

(6
)

5
､
霜

と

雪

屋
久
島
は
気
象
の
垂
直
分
布
の
幅
が
大
き
い
の
で
'
霜
や
雪
に
つ
い
て
も
'
海
岸
と
山
地
と
で
は
大
差
が
あ
る
.
海
岸
で
は
冬
季
長
も
寒
い

(IO)



一
湊
で
も
､
地
温
が
零
下
に
降
る
こ
と
は

一
九
三
八
-

一
九
四
六
の
九
年
間
に
僅
か
竺

十回
'
降
雪
は

一
回
も
な
く
'
霜
は

一
-

二
回
を
見
た

に
す
ぎ
な
い
.
ま
た
南
岸
の
安
房
､
尾
之
間
'
粟
生
方
面
で
は

1
九
三
五
1
1
九
四
四
の
十
年
間
に
雪
'
寮
'
霜
は
1
回
も
経
験
し
て
い
な
い
o

従
っ
て
屋
久
島
で
は
果
樹
栽
培
等
に
も
霜
害
の
虞
れ
は
全
く
な
い
わ
け
で
あ
る
｡

こ
れ
に
反
し
'
山
地
に
は
降
霜
降
雪
と
も
に
多
く
'
山
地
で
唯

1
の
観
測
記
録
を
持
つ
小
杉
谷
に
つ
い
て
見
る
と
'
年
平
均
気
温

1
五
び
'

最
寒
月
六
8
で
､
初
霜
は
十

1
月

1
日
-
二
三
日
頃
'
晩
霜
は
四
月
上
旬
に
'
初
雪
は
十
二
月
下
旬
-
1
月
上
旬
に
'
晩
雪
は
二
月
二
十
日
頃
'

ま
れ
に
三
月
上
旬
に
こ
れ
を
見
'
積
雪
は
二
〇
-
四

〇
mに
及
ぶ
と
い
-
｡

山
頂
部
の
降
雪
と
積
雪
量
に
つ
い
て
は
観
測
数
値
が
な
い
が
'
四
月
下
旬
'
永
田
岳
に
多
量
の
積
雪
の
あ
る
の
が
麓
か
ら
仰
が
れ
'
四
月
甲

旬
.
屋
久
島
の
山
頂
が
雪
冠
を
戴
く
の
が
大
隅
半
島
か
ら
望
見
さ
れ
る
と
い
-
｡
島
民
の
談
に
よ
れ
ば
'
高
峯
の
積
雪
量
は
三
1
六
m
に
及
び
'

十

一
月
中
旬
か
ら
四
月
下
旬
ま
で
降
り
'
厳
冬
期
は
根
雪
と
な
っ
て
地
表
を
蔽
っ
て
い
る
と
い
-
｡
筆
者
が
見
た
官
之
浦
岳
頂
上
の
積
雪
写
実

で
は
'
激
し
い
風
雪
の
跡
と
霧
氷
が
観
察
さ
れ
'
そ
の
積
雪
景
観
は
三
五
〇
〇
皿
以
上
の
台
湾
中
央
山
脈
の
そ
れ
に
類
似
し
て
い
る
.

ナ
ゲ
シ

山
頂
部
の
平
粗
な
そ
の
地
形
と
､
積
雪
量
か
ら
見
て
､
花
の
江
河
'
投

石

､
黒
味
蕃
'
官
之
涌
岳
'
永
田
岳

1
帯

〓
ハ
〇
〇
m
以
上
の
高
地

t(
カ
ル
バ

は
ス
キ
ー
が
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
｡

但
し
'
雪
質
は
お
そ
ら
く
甚
し
い
風
宏
雪
か
'
湿
潤
雪
か
の
場
合
が
多
く
'
ス
キ
ー
に
快
適
で
は
な

い
か
も
知
れ
な
い
o
L
か
L
t
屋
久
島
で
は
海
岸
の
四
時
の
花
や
緑
と
､
山
頂
の
雪
と
を
同
時
に
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
か
ら
'
･
lJ

の
島
は
四
季
を
通
じ
て
の
山
岳
公
園
と
し
て
優
れ
て
い
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
｡

(7
)

6
'
植

生

景

観

屋
久
島
の
植
生
景
観
の
基
礎
を
な
す
も
の
は

(
一
)
植
物
地
理
上
の
屋
久
島
の
位
置
と

(
二
)
亜
熱
帯
か
ら
高
山
帯
に
至
る
顕
著
な
植
物
垂

直
分
布
と

(
≡
)
見
事
な
屋
久
杉
の
原
始
林
と
で
あ
る
｡

従
来
'
植
物
区
系
の
上
で
'
屋
久
島
は
日
本
本
土
を
含
む
温
帯
東
亜
系
と
'
沖
縄

･
台
湾
を
含
む
亜
熱
帯
モ
ン
ス
ー
ン
系
と
の
葦
触
点
に
位

慨
島
嘗

笹
久
島

(Ftc等

BJq皮



好

九
十

九
巻

夢

二
峯

置
す
る
も
の
と
し
て
内
外
の
学
者
に
よ
っ
て
注
目
さ
れ
て
い
た
｡

近
年
､
中
井
猛
之
進
'
正
宗
厳
敬
両
博
士
等
の
研
究
に
よ
っ
て
'
屋
久
島
の
植
物
中
に
は
奄
芙
大
島
に
見
闇
さ
れ
る
も
の
よ
り
日
本
本
土
に

'i
カ
ヲ

見
出
ざ
れ
る
も
の
の
方
が
よ
ほ
ど
多
い
こ
と
が
明
か
に
さ
れ
'
二
〇
〇
〇
m
の
水
深
を
持
つ
吐
喝
卿
海
峡
が
日
本
本
土
系
と
南
方
系
と
を
分
つ

噴
泉
線
で
'
そ
れ
よ
り
北
に
あ
る
屋
久
島
は
瞳
千
島
と
と
も
に
､
日
本
固
有
の
要
莱

(
例
え
ば
ス
ぎ
ゃ
マ
ツ
)
を
持
ち
'
日
本
本
土
系
に
属
す

る
こ
と
が
ほ
ぼ
確
認
さ
れ
た
｡

た
だ
'
屋
久
島
に
温
帯
某
亜
系
の
重
要
な
二
要
素
た
る
ブ
ナ
と
ハ
イ
マ
ツ
を
欠
く
こ
と
や
'
屋
久
島
の
植
物
申
､
五
二
房
は
奄
美
大
島
と
共

通
で
あ
る
こ
と
等
か
ら
'
沖
縄
以
南
と
の
密
接
な
関
係
が
注
意
さ
れ
て
い
る
｡

こ
れ
ら
の
点
に
触
れ
る
と
'
二
〇
〇
m
の
洩
い
大
隅
海
峡
で
も
本
土
と
屋
久
島
と
を
分
つ
植
物
系
の
噴
泉
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
な
い
こ
と

も
な
い
が
､
最
近
､
顕
花
植
物
以
外
の
下
等
植
物
の
分
布
の
研
究
が
進
ん
だ
結
果
'
服
部
新
任
博
士
は

｢
吐
喝
卿
海
峡
は
地
史
的
境
界
で
大
隅

海
峡
は
気
候
的
境
界
で
あ
る
｣
と
の
結
論
を
出
し
た

(
一
九
四
七
)
｡

と
ま
れ
'
普
通
の
観
光
者
の
眼
に
映
ず
る
屋
久
島
の
植
生
景
観
は
決
し
て
南
方
型
で
は
な
く
､
エ
キ
ゾ
テ
ィ
ッ

ク
で
も
な
い
｡
島
に
来
て
磯

稔
が
多
く
'
種
子
の
姿
を
見
な
い
の
に
失
望
す
る
人
が
多
い
が
'
以
上
述
べ
る
植
物
の
垂
直
分
布
の
見
事
さ
は
こ
れ
を
補
っ
て
余
り
が
あ
る
..

屋
久
島
の
植
物
の
垂
直
分
布
は
田
代
蓉
太
郎
氏

(
一
九
二
四
)
空

亦
厳
敬
氏

(
1
九
三
四
)
柿
木
司
氏

(
一
九
四

〇
)
今
西
錦
司
氏

(
1
九

五

〇
)
等
忙
よ
っ
て
t
だ
い
た
い

(
1
)
海
岸
帯

(
二
)
常
緑
広
葉
樹
帯

(
≡
)
混
交
樹
帯

(
四
)
山
頂
帯
の
四
帯
に
区
分
さ
れ
て
い
る
｡

筆
者
は
邪

郭

か
ら
小
杉
谷
を
経
て
,
官
之
浦
岳
頂
上
附
近
ま
で
達
し
た
が
,
そ
の
間
の
観
察
は
今
西
氏
の
区
分
に
最
も
よ
く

表

し
た
?

今
西
氏
の
区
分

1
'
亜
熱
帯
常
緑
広
葉
樹
林

(
一
〇
〇
m
ま
で
)
(
正
宗
氏
の
海
浜
帯
及
び
山
麓
帯
を
含
む
)
ァ
コ
ウ
'
ガ
ジ
ユ
マ
ル

2
､
暖
帯
常
緑
広
葉
樹
林

(
10
0
1
九

〇
〇
m
)
(
正
宗
氏
で
は
八
〇
〇
m
ま
で
)
イ
ス
､
タ
ブ
'
カ
シ

(72)



3
'
ス
ギ

･
モ
,rJ
･
ツ
ガ
林

(九

〇
〇
-
1
八

〇
〇
m
)(正
宗
氏
の
混
交
樹
林

〓
ハ
〇
〇
m
ま
で
に
当
る
)
シ
ャ
ク
ナ
グ
'
ヤ
マ
ダ
ル
マ
'

ヒ
メ
シ
ャ
ラ
が
混
じ
る
｡

4
'
ヤ
ク
ザ
サ
帯

(
一
八

〇
〇
m
以
上
)
(
正
宗
氏
の
ヤ
ク
ザ
サ
帯
は

一
八

〇
〇
m
を
中
心
に
棄
茂
と
な
っ
て
い
る
)

右
に
つ
き
筆
者
の
観
察
で
は
'
ヤ
ク
ス
ギ
を
中
心
と
す
る
有
用
林
は

〓
ハ
〇
〇
m
ま
で
で
終
り
'
そ
れ
以
上
は
萎
縮
性
針
葉
樹
林
と
な
っ
て

や
つ
と

一
八

〇
〇
m
に
達
し
て
い
る
｡
し
か
し
'

1
八

〇
〇
m
で
は
そ
の
数
は
ご
く
少
く
'
ヤ
ク
ザ
サ
が
之
に
代
っ
て
よ
く
成
育
し
て
お
り
'

山
頂
に
向
-
に
従
っ
て
ヤ
ク
ザ
サ
も
丈
が
低
く
な
る
｡
そ
れ
故
'
筆
者
は
や
は
り
柿
木
氏
の
区
分
に
あ
る
萎
縮
性
針
葉
樹
林
帯
を
'

〓
ハ
0
0

m
か
ら

一
八

〇
〇
m
の
間
に
設
け
る
の
を
適
当
と
考
え
る
｡

眼
に
つ
く
植
物
は
'
亜
熱
帯
常
緑
広
葉
樹
林
で
は
イ
ソ
マ
ツ
'
ア

コ
ウ
'

ガ
ジ
ュ

マ
ル

(
以
上
の
二
種
と
も
木
根
が
あ
る
)
フ
ト
モ
モ

(
六

月
に
淡
黄
花
を
開
き
'
実
は
振
る
と
昔
が
す
る
)
シ
ャ
リ
ン
F''～
ィ
'
ア
オ
モ
ジ

(実
は
香
料
と
し
て
移
出
さ
れ
る
)
ヤ
マ
モ
モ

(
子
供
の
食
用
)

へ
ゴ

(台
湾
と
変
り
な
い
は
ど
よ
-
成
育
し
て
い
る
)
'
暖
帯
常
緑
拓
葉
樹
林
で
は
オ
オ
タ
こ
ワ
ク
リ

(
台
湾
の
山
地
と
同
様
に
大
き
く
生
育
す

る
)
各
稜
の
羊
歯
塀
'
モ
ク
セ
ン
ゴ
ケ
'
ア
ブ
ラ
ギ
リ

(
桐
油
の
原
料
'
六
月
に
白
い
芙
花
を
つ
け
る
)

針
葉
樹
林
に
移
行
す
る
あ
た
り
の
林
相
は
ス
ギ
'
モ
,rJ
.
ツ
ガ
､
ヒ
ノ
ヰ
等
の
暗
い
縁
に
ツ
ゲ
'
ア
オ
キ
'
ヤ
マ
ダ
ル
マ
'
(
モ
チ
の
原
料
)

ユ
ズ
リ
ハ
等
の
広
葉
樹
の
浅
緑
が
映
え
て
純
林
よ
り
更
に
美
し
い
'
イ
ス
へ
ヒ
メ
シ
ャ
ラ

(赤
い
ス
ベ
ス
ベ
の
肌
が
美
し
い
)
ナ
ギ
'
モ
チ
ノ

キ
'
サ
ク
ラ
ツ
ツ
ジ

(
四
月
に
淡
紅
色
の
莫
花
を
つ
け
る
'
生
木
で
よ
く
燃
え
る
)
サ
ツ
キ

(
六
月
に
小
杉
谷
附
近
の
河
原
に
美
し
い
紅
花
を

つ
け
る
)

小
杉
谷
附
近
か
ら
上
は
着
生
植
物
の
生
育
が
旺
盛
で
'
河
田
禿
博
士
の
い
わ
ゆ
る
着
生
植
物
林

(E
p
ip
h
y
tic
f
orest)
の
典
型
的
な
も
の

と
い
わ
れ
'
原
始
林
の
風
貌
が
す
こ
ぶ
る
立
派
で
あ
る
.
そ
の
上
'
こ
の
附
近
か
ら
上
'
高
度
七
〇
〇
-
八

〇
〇
m
附
近
に
大
面
積
を
占
め
る

冒

,
ツ

ガ

を
交
え
た
ス
ギ
の
樹
林
は
島
内
で
密
度
が
最
も
大
で
'

〓

ク
タ
ー
ル
に
三

O
O
が以
上
の
磯
舟
を
含
む
と
い
-
｡
或
巷
小
杉
谷

管

猿
嘆
と
局
賞
品

-
(前
等

(]3)



幕
九
十
九
春

希

〓
号

附
近
は
伐
採
が
進
行
し
て
い
て
､
嘗
之
浦
島
登
山
路
を

一
五

C
)O
m
以
上
に
登
ら
な
い
と
､
斧
鏡
の
入
ら
ぬ
島
の
原
始
林
は
見
ら
れ
な
く
な
っ

て
い
る
｡
大
正
十
三
年
'
ヤ
ク
ス
ギ
の
原
始
林
は
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
'
山
稜
に
沿
う
四
'
三

〇
二

･
〇
九

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
保
護
林
が
設

け
ら
れ
'
永
久
に
そ
の
原
始
の
婆
を
止
め
る
こ
と
に
な
っ
た
.

(第

一
図
参
照
)

(ナ

王
Tt

T
五

〇
〇
m
附
近
か
ら
シ
ヤ
ク
ナ
グ

(
六
月
開
花
)
が
繁
茂
し
始
め
'
花
の
江
河

(
l
六
二
〇
皿
)
附
近
で
は
群
落
と
な
り
､
そ
の
花
期
は
'

同
地
の
湿
原
の
脊
苔
類
と
と
も
に
山
中
第

一
の
美
観
を
星
す
る
.
ツ
ゲ
'
ビ
ャ
ク
シ
ン
'
サ
ク
ラ
ッ
プ
ジ
の
古
木
も
こ
の
附
近
に
多
く
'
木
工

芸
の
原
材
芯
用
い
ら
れ
る
.
こ
れ
よ
り
上
は
山
頂
部
で
'
激
し
い
風
雪
に
さ
ら
さ
れ
る
た
め
'
ヤ
ク
ス
ギ
の
萎
縮
し
て
奇
態
を
皇
す
る
も
の
が

見
ら
れ
'

一
帯
に
繋
茂
す
る
ヤ
ク
ザ
サ
ほ
腰
を
没
す
る
ほ
ど
の
高
さ
で
'
本
土
の
高
山
に
見
ら
れ
る
ハ
イ

マ

ツ
帯
に
相
当
す
る
部
分
を
蔽
い
t
.

そ
の
間
に
萎
縮
性
の
シ
ヤ
ク
ナ
グ
が
点
審
L
t
特
異
の
景
鶴
を
皇
す
る
｡

屋
久
島
の
南
部
海
岸
地
帯
で
隈
に
つ
く
の
は
'
外
来
の
園
芸
植
物
が
'
ほ
と
ん
ど
自
生
の
程
度
に
よ
く
繋
茂
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
｡
そ
の

中
'
ド
ラ
セ
ナ
の

1
種
で
南
米
産
と
い
わ
れ
る
赤
い
葉
の
鑑
賞
植
物
コ
ル
デ
リ
ー
ネ
が
夏
生
..
尾
之
間
あ
た
り
の
基
地
に
栽
培
さ
れ
て
い
る
の

や
'
其
紅
の
花
を
つ
け
た
サ
ル
ビ
ヤ
が
'
人
の
丈
よ
り
も
高
く
農
家
の
庭
に
咲
く
の
が
異
色
あ
る
風
物
で
あ
る
｡
そ
の
伝
来
の
経
路
や
'
年
代

に
つ
い
て
は
'
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
｡

(14)

( ( ( ( ( ( ( (
雷 監 置 在 駐 を 許 証
8 7 6 5 4 3 2 1

) ) ) ) ) ) ) )

｢
九
州
気
候
囲
帳
｣
福
岡
管
区
気
象
台
編
､
日
本
気
象
学
会
'
1
九
四
九

下
屋
久
営
林
署
工
藤
所
長
談

｢最
久
島
の
研
究
其
の
二
㌧
薩
南
諸
島
の
気
候
に
関
す
る
二
三
の
調
査
｣
及
び
地
理
学
評
論
第
8
巻
4
号
1
九
三
二

｢屋
久
島
の
気
象
に
つ
い
て
｣
桜
島
'
佐
多
'
開
聞
'
揖
宿
'
屋
久
島

(鹿
児
島
国
立
企
図
候
補
地
学
術
調
査
報
告
'後
編
'鹿
児
島
県
二

九
五
〇
)

(同
前
)

(同
前
)

｢置
久
島
の
棒
物
景
観
｣
山
根
銀
五
郎

(
国
許
4
)

｢
生
態
学
的
に
み
た
臣
久
島
の
森
林
と
そ
の
施
業
｣
(森
林
生
態
学
'
一
九
三
八
)



四
,
屋
久
島
の
軒

阜

クスギ(2)

工
'
ヤ

ク

ス

ギ

ス
ギ
は
本
州
'
四
国
'
九
州
に
の
み
自
生
す
る
日
本
固
有
の
植
物
で
'
学
名
を

C
r
y

ptom
eria
jap
nica
と
い
-
.
柿
木
氏

(
1
九
四

〇
)
に
よ
れ
ば
'
屋
久
島
は
ス
ギ
の
南
限
で
'
し
か
も
そ
の
事
材
は
全
国
国
有
林
の
ス
ギ
の
稔
蓄
材
量
の

1
五
〆
を
占
め
る
と
い
-
.

屋
久
島
で
ス
ギ
の
生
育
の
旺
盛
な
理
由
は
ま
だ
十
分
に
解
明
さ
れ
て
い
な
い
｡
そ
れ
は
本
土
の
ス
ギ
の
生
育
地
は
ほ
と
ん
ど
'
肥
土
を
供
給

す
る
首
生
層
か
中
生
層
の
地
帯
に
限
ら
れ
て
い
る
の
に
'
屋
久
島
で
は
地
味
の
悪
い
花
尚
岩
地
を
占
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
｡
風
化
が
は
げ
し

い
た
め
に
'大
粒
の
長
石
を
含
む
屋
久
島
の
花
尚
岩
は
特
に
崩
壊
し
易
く
'
比
較
的
豊
富
な
砂
磯
土
壌
を
提
供
し
て
い
る
こ
と
は
筆
者
も
現
に
認

め
た
が
'
こ
の
新
し
い
土
壌
が
ス
ギ
の
育
生
を
助
け
て
い
る
か
香
か
林
学
者
も
疑
問
と
し
て
か
る
.
し
か
ら
ば
'
土
壌
の
不
利
を
克
脹
す
る
ほ
ど

に
'
気
候
条
件
が
よ
い
こ
と
に
帰
さ
ね
は
な
ら
な
く
な
る
｡
屋
久
島
の
気
温
と
降
水
量
に
つ
い
て
は
既
に
述
べ
た
が
'
ヤ
ク
ス
ギ
の
主
要
生
育
地

が
屋
久
島
の
雲
帯
(八

〇
〇
1
九

〇
〇
m
に
そ
の
下
隈
が
あ
る
)
に
包
ま
れ
て
い
る
時
間
の
多
い
こ
と
は
確
か
に
好
条
件
の

一
つ
に
数
え
ら
れ
る
｡

ス
ギ
の
生
育
に
関
連
し
て
不
思
議
な
の
は
'
そ
の
樹
齢
に
つ
い
て
で
あ
る
｡
ス
ギ
の
品
種
は

7
つ
で
あ
る
が
､
樹
齢
に
よ
っ
て
材
質
が
異
る

の
で
､
名
称
も
単

一
で
は
な
い
｡
即
ち
ヤ
ク
ス
ギ

(屋
久
杉
)
と
い
う
の
は
樹
齢
八

〇
〇
年
以
上

(
浅
春
生
木
で
は
最
高

一
〇
〇
〇
年
位
と
い

わ
れ
'
ウ
イ
ル
ソ
ン
株
の
よ
-
な
死
木
で
は
千
数
有
年
を
経
た
も
の
が
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
)
の
も
の
を
指
し
'

コ
ス
ギ

(
小
杉
)
と
い
-
の

は
樹
齢

1
0
0
-
三
〇
〇
年
の
も
の
で
あ
っ
て
､
そ
の
中
間
の
樹
齢
の
も
の
が
な
い
の
で
あ
る
.

ヤ
ク
ス
ギ
の
蓄
積
量
は

一
九
四

〇
年
硯
巷
で
左
の
如
く
で
あ
る
｡

ヤ

ク

ス

ギ

ヤ
ク
ス
ギ
の
倒
木

粧
島
振
興
と
唇
久
島

(前
蔦
)

一
:
...1.::I-:日
.,:I,:.1;1'=..I.1;.i:..:.-.:IJu

二
%

(15)



第

八

十

九

巻

.第

二
号

コ

ス

ギ

ス
ギ
以
外
の
針
葉
樹

針

葉

樹

全

体

広

葉

樹

1
'
三
三
〇
'
七
九
五
qm

一
㌧
九
八

1
.
五
九
六
が

三
'
四
八
六
二

四
五
が

六
'
五
四
六
㌧
七
八
四
..a

一
三
%

二
〇
%

三
五
%

六
五
%

(J6)

1
九
五
三
年
現
春
'
営
林
署
の
統
計
に
よ
れ
ば
'
屋
久
島
の
絵
画
積
五
四
'
四
二
〇
町
歩

(
五
三
九

･
六
九
k
NB
)
の
-
ち
'
上
屋
久

･
下

屋
久
両
営
林
署
が
経
営
す
る
国
有
林
の
絵
面
積
は
実
に
三
九
'
八

一
七
二

三

町
歩
を
占
め
て
い
る
か
ら
'
屋
久
島
は
行
政
的
に
は
営
林
署
の

王
国
と
い
え
る
｡

森
林
の
蓄
積
量
は
天
然
生
材
八
､
九
七
八
'
五
四
三
mg
'
人
工
林
四

一
､
五
三
二
mg
.
経
計
九
〇
三
三
'
五
二
八
が
で
あ
る
｡

そ
の
-
ち
'
主
な
る
樹
種
の
蓄
積
量
は
左
の
通
り
で
あ
る
｡

ヤ

ク

ス

ギ

コ

ス

ギ

ス

ギ

ク

ロ

マ

ツ

モ

ミ

ツ

ガ

カ

シ

類

イ

タ

ジ

イ

ヤ

マ

ダ

ル

マ

1
八
七
'
五
三
三
mg

lt
〓
ハ
〇
､

一
三
三
p'B

四
八
二

三

1
.cm

八
二
二

九
三
mg

四
〇
四
二

三
六
が

二

三

1
四
'
九
五
八
が

九
五
'
五
六
九
が

四
三
三
'
三
二
八
が

五
三
八
'
〇
五
八
mg



イ タ

ス ブ

l
九
三
'
四
二
九
が

l
r

〇
二

一､
五
四
二
qB

2
'
営

林

営
林
署
が
伐
採
す
る
木
材
の
標
準
量
は
年
間
八

1
五
五
六
が
と

な
っ
て
い
る
が
'
主
と
し
て
島
内
労
働
力
の
不
足
の
た
め
'
従
来

の
実
績
は
そ
の
半
に
達
し
な
い
状
態
で
あ
っ
た
｡

然
る
に
'

1
九
五

〇
年
安
房
川
河
岸
に
築
港
を
着
手
L
t

一
九

五
二
年
完
成
を
見
た
ほ
か
'

1
九
五
三
年
に
は
下
屋
久
営
林
署
建

国

物
も
改
築
'
林
鉄

(
木
材
運
搬
用
軌
道
)
設
備
の
改
善
も
行
わ
れ
'

セ

ンピB
ダ
キ

一
九
五
三
年
に
は

千

尋

摘

発
電
所

(
水
力
)
の
開
設
も
あ
り
'
労

一

務
者
の
待
遇
も
改
善
さ
れ
る
な
ど
作
業
能
率
が
向
上
し
た
の
で
,

1
九
五
三
年
度
か
ら
新
経
営
法
が
実
施
さ
れ
'
画
期
的
増
産
が
行

わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
.
規
巷
'
営
林
署
専
用
の
景
山
丸

(
1
九

八

･
四
二
ト
ン
)
甫
嶺
丸

(
九
七

二

四
ト
ン
)
の
二
宴
が
鹿
児

島
港
と
の
間
に
就
航
し
て
い
る
｡

3
'
供

用

林

屋
久
島
は
前
述
の
通
り
ほ
と
ん
ど
国
有
林
で
占
め
ら
れ
て
い
る

た
め
'
規
凄
'
島
民
は
生
帝
上
必
要
な
林
産
を
碍
る
こ
と
が
で
き

(11･･)

笹
島
振
革
と
畢
久
島

.書



常

八
十

九
巻

第

二

号

寡

な
い
.
そ
こ
で
供
用
林

(第

1
囲
)
の
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
る
｡

そ
の
面
積
は
六
㌧
六
五
五

･
三
五
町
歩
に
及
ん
で
い
る
.
そ
の
位
置

は
国
有
林
の
周
辺

1
帯
に
分
布
し
て
お
り
..
海
蝕
段
丘
の
上
部
に
接

し
て
い
る
か
ら
'
供
用
林
の
適
切
な
運
用
は
農
耕
並
.に
開
墾
の
た
め

に
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
｡

(註
l
)

｢島
久
島
の
国
有
林
｣
上
長
久
営
林
署
下
置
久
営
林
署
'
一
九

五
三

(註
2
)

｢最
久
杉
｣
西
力
造

(桜
島
1
佐
多

1
開
聞
-
揖
宿

1
屋
久
島
'

鹿
児
島
国
立
金
歯
候
補
地
学
術
調
査
報
告
'
後
編
)

1
九
五
〇

(Jg)

五
'
屋
久
島
の
タ
ン
グ
ス
テ
ン

屋
久
島
は
地
質
構
造
上
か
ら
見
れ
ば
'
大
隅
半
島
に
連
る
粘
板
岩
'

珪
坂
岩
'
砂
岩
等
か
ら
成
る
盲
重
層

(中
生
層
と
す
る
説
も
あ
る
)

の
水
成
岩
を
貫
い
て
'
島
の
中
央
部
を
占
め
る
花
尚
岩
塊
に
よ
っ
て

接
触
変
質
が
起
り
､
各
種
の
鉱
物
が
生
成
し
た
｡

冶

構
成
さ
れ
て
い
る
｡
(弟
二
図
)

こ
の
花
尚
岩
塊
が
形
成
さ
れ
た
時
に
'
周
囲
の
水
成
岩
と
の
間
に

シ
ー
ラ
イ
ト

Scheetite(
タ
ン
グ
ス
テ
ン
鉱
石
)
も
そ
の

1
つ
で
あ
っ
て
'
第
二
図
に
示
す

花
尚
岩
塊
の
同
線
に
そ
の
鉱
山
が
敬
老
し
て
い
る
｡
探
鉱
調
査
が
ま
だ
十
分
で
な
い
の
で
'
現
巷
散
轟
す
る
鉱
区
も
作
業
を
開
始
し
て
い
る
も



61
は
次
a
lTie
で
あ
る
α

仁
臥
鉱
山

(
仁
匝
鉄
血
株
整

昆

)
堅

戸
外
甫
西
方
≠

早
崎
鉱
山

(
仁
田
鉱
山
株
整

昆

)
夏
生
鉱
山

(
日
本
タ
ン

グ
ス
テ
ン
株
式
会
社
)
麦
生
附
近
､
官
之
浦
鉱
山

(
木
原

一
枝
)
官
之
浦
附
近
｡
筆
者
は
仁
田
鉱
山
と
早
崎
鉱
山
と
を
探
訪
し
た
の
で
'
そ
の

見
聞
を
略
記
す
る
｡

仁
田
鉱
山
は
三
五
卜
四

〇
度
の
勾
配
を
も

つ

地
下
坑
の
中
で
採
鉱
し
て
か
る
a
古
生
代
水
成
岩
が
花
尚
岩
の
上
に
某
か
ら
被
覆
し
て
い
る
の

忙
落
し
'
タ
ン
グ
ス
テ
ン
鉱
床
は
こ
れ
に
ほ
と
ん
ど
直
角
に
西
に
デ
ィ
ッ

プ

し
､
約
二
〇
〇
m
堅
且
っ
て
数
粂
走
っ
て
い
る
.
坑
内
は

1
時
間

で

1
通
り
見
て
歩
け
る
小
規
模
な
も
の
で
あ
る
｡
鉱
床
の
厚
さ
は
厚
い
と
こ
ろ
で

1
m
程
度
で
あ
っ
て
､
す
ぐ
細
っ
て
行
く
0
北
餅
の
タ
ン
グ

ス
テ
j)
鉱
珠
は
厚
さ
五
-
六

m
あ
る
そ
う
だ
が
'
仁
田
鉱
山
の
産
状
で
も
日
本

1
と
い
わ
れ
る
｡

明
治
八
年
の
発
見
で
'
大
正
六
年
か
ら
稼
業
し
て
い
る
｡
現
在
従
業
員

一
五

〇
人
へ
(戦
時
中
は
三
〇
〇
人
い
た
よ
し
)
細
く
破
砕
し
た
鉱
石

を
水
で
流
し
'
震
動
を
与
え
た
枚
の
上
で
撰
鉱
す
る
｡
日
産
二
ト
ン
で
あ
る
.
含
有
量
六
五
%
で
'
ト
ン
当
り

1
三
〇
万
円
で
政
府
が
買
上
げ
.

て
い
る
よ
し
で
あ
る
｡

早
崎
鉱
山
は
海
に
臨
む
高
さ
二
〇
m
ほ
ど
の
海
健
崖
に
あ
っ
て
'
露
天
堀
で
あ
る
｡
従
業
月
は
男
四
-
五
人
'
女
二
五
人
で
､
男
が
手
堀
り

し
た
鉱
石
を
女
が
木
箱
で
運
び
'
破
砕
し
た
も
の
を
数
人
の
女
が
ザ
ル
で
撰
鉱
す
る
転
め
て
原
始
的
な
方
法
で
'
日
産

一
ト
ン
で
あ
る
.

タ
ン
グ
ス
テ
ン
は
冷
戦
の
続
く
限
り
'
蓄
積
せ
ね
は
な
ら
ぬ
も
の
と
し
て
'
増
産
が
望
ま
れ
て
い
る
が
'
屋
久
島
に
お
け
る
こ
れ
以
上
の
増

産
は
作
業
の
電
化
に
よ
っ
て
期
待
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
-
.

(
未
完
)

(Jク)

笹
島
振
興
と
屋
久
島

(前
篇
)




